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番号 名　称 所在地 概　要 備　　　考 画　　像

1 山崎家（福江
家）軍人像

天草市栖本町湯船
原１０５５番地
円性寺

□陸軍歩兵「福江喜八」氏では？
□石材：凝灰岩製
□陸軍軍衣、三八式歩兵銃、前ごう、後ごう、
背のう、飯盒、雑嚢、剣差
□全高：１４６cm、全幅５０cm
□台座形状：石垣風台座・方形台座・琴柱型台
座　　　　　　　　　　　　　　　　　　□台
座高：１５８cm、低台座幅１２０cm
□戒名：念譽報国義忠居士
□石工名：下浦石場　石工　松下平太郎

□墓所管理の山崎豊氏証言では、「平成
４年６月の墓所整備の折に、隣接する福
江家墓所・軍人像を山崎家墓所内に囲み
整備」したとの事である。
□銘板：判読不能
□山崎家軍人像」と「福原家軍人像」は
隣接で設置
□松下忍氏証言で「石材は御領石で、自
宅で加工した」と聞いている。

2 福原家軍人像
天草市栖本町湯船
原１０５５番地
円性寺

□陸軍歩兵「福原」像
□石材：凝灰岩製
□陸軍軍衣、三八式歩兵銃、前ごう、後ごう、
背のう、飯盒、雑嚢、剣差
□全高：１６５cm、全幅４０cm
□台座形状：石垣風台座・方形台座・琴柱型台
座　　　　　　　　　　　　　　　　　　□台
座高１８３：cm、低台座幅１００cm
□戒名：顕譽〇忠威剣居士
□石工名：伝　松下平太郎

□銘板：判読不能
□山崎家軍人像」と「福原家軍人像」は
隣接で設置

3 玉田家軍人像
天草市栖本町湯船
原１０９９番地
利明寺

□陸軍歩兵上等兵「玉田和雄」像
□石材：凝灰岩製
□陸軍軍衣、三八式歩兵銃、前ごう、後ごう、
背のう、飯盒、雑嚢、剣差、２個徽章、肩章
□全高：１６５cm、全幅４０cm
□台座形状：方形台座・琴柱型台座
□台座高：７０cm、低台座幅７６cm
□戒名：霊攪院忠誉學殻殉国居士
□石工名：不明

□昭和十三年九月十九日　仲一息子　和
雄　二十四才
□墓地改修時に、方形の大型台座を撤去
して設置してのではなかろうか。

4 前田家軍人像

天草市栖本町栖本
町馬場１７９番地
栖本支所裏
専称庵（円性寺の
末寺）

□陸軍歩兵上等兵「前田貞義」像
□石材：凝灰岩製
□陸軍軍衣、三八式歩兵銃、前ごう、後ごう、
背のう、飯盒、雑嚢、剣差
□全高：１７５cm、全幅５０cm
□台座形状：石垣風台座・方形台座・琴柱型台
座　　　　　　　　　　　　　　　　　　□台
座高：１７０cm、低台座幅１２０cm
□戒名：〇徴念陸報譽忠節殉国居士
□石工名：石工　前田行四郎

墓誌銘文略
日支事変勃発スル昭和十三年八月二十二
日
昭和十五年十一月（建立）

帝国在軍人会天草郡分會第四分団長海軍
中尉□□

5 本多家軍人像
天草市河浦町立原
１３２１番地
洗心寺

□「本多歩兵准尉」像
□石材：凝灰岩製
□軍衣、軍刀
□全高：〇cm、全幅：〇cm
□台座形状：方形
□台座高：〇cm、台座幅：〇cm
□銘文　陸軍歩兵准尉本多常敏之墓

6 軍人像 上天草市龍ヶ岳町
大道地区

□「軍人」像
□石材：不明
□軍衣：不明
□全高：不明、全幅：不明
□台座形状：大型方形台座、欄干
□台座高：不明、台座幅：不明
□銘文：不明

※熊本地震で、像部は倒壊したことか
ら、台座を含め解体撤去された模様

軍人像・２体 天草市栖本町古江
地区

証言内容を確認中

軍人像 球磨郡相良村 不　　明

7 　
大山厳　軍人像

上天草市大矢野町
登立８７４２－１番地
登立天満宮

□「大山　厳」像
□石材：凝灰岩製
□全高：〇cm、全幅：〇cm
□台座形状：方形
□台座高：〇cm、台座幅：〇cm
□銘文：種略

忠魂碑
慰霊碑

同上
□日露戦争三〇年記念「忠魂碑」
□記念碑

ア
軍神

西住戦車隊長
之像

上益城郡甲佐町仁
田子１２２８番地
西住公園

□「軍神　西住戦車長之像」
□材質：青銅製ブロンズ像
□八九式中戦車のキューポラ上よりの胸像、戦
車軍衣、戦車帽
□全高：約９０cm、全幅：４０cm
□台座形状：方形
□台座高：１２０cm、台座幅：６０cm
□銘文：省略

　
西住家墓地

同公園隣接の墓地
□西住家墓地
□「西住家墓」と「陸軍歩兵太尉西住小次郎之
墓」、「軍神西住大尉〇〇由来」

天草島内の軍人像一覧　県内「軍神」事例、付記



イ
軍神

松尾敬宇像
『忠勇義烈』

菊池市隈府１２５７番
地
菊池神社

□「軍神　松尾敬宇像　『忠勇義烈』」碑
□材質：青銅製ブロンズ像
□胸像、海軍第種軍装、軍帽、軍刀
□全高：〇cm、全幅：〇cm
□台座形状：石製円柱状
□台座高：〇cm、台座幅：〇cm
□銘文：省略

大慈山岩屋寺中之院（愛知県南知多町山海土間）
□浅野祥雲（あさのしょううん）作
□当初の陸軍墓地よりの移転、コンクリート製像・全９２体・６６体は台座なしの無縁像
□将校・下士官・兵卒により規模等の大小あり。敗戦時に銘文の一部の削除等を行う。

小倉山善光寺内の「英霊供養堂」（岐阜県美濃市）
□作者不明、日露戦役没者供養
□木製　９５体

三重県いなべ市事例　陸軍歩兵少尉「黒田仙之助像」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
作者等：省略

全国事例では「個人慰霊軍人像３４体、個人顕彰軍人像５６体、集合軍人群像１２群」２０１６年　戦争遺跡研究会調べ付記　全国の代表事例


